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母子の健康を改善することが実証さ
れています。助産師のさらなる活用
を！」です。
　国際看護師の日のポスターは、4
月下旬をめどに公表予定です。詳細
は本会HP「国際情報」をご覧くだ
さい。

母子支援における
保助連携

　住み慣れた地域で、母子が安全に安心して暮
らせるよう、母子と保健・医療・福祉をつなぐ
仕組みづくりが、保健師職能と助産師職能に求
められています（図）。
　本連載では、母子支援における保助連携の課
題や体制づくり、都道府県看護協会に求められ
る役割を、今後の展望とともにご紹介します（全
4回）。
　第 1回では、周産期医療、子育て支援にお
ける課題を一体的に解決する目的で、日本看護
協会が 2月 8日に開催した、「令和 2年度都道
府県看護協会母子のための地域包括ケアシステ
ム推進会議」（以下、推進会議）について取り
上げます。

母子のための地域包括ケアシステムの
あるべき姿を目指して

分娩取扱施設の集約化により、妊産婦は住
み慣れた地域で出産する場所が少なくなり、妊
娠期から育児期に身近な場所で継続した支援が
受けられない地域がある。全ての妊産婦が地域
で安全・安心に産み、育て、生活し続けるには、
妊娠期から育児期における切れ目のない支援体
制の整備が重要であり、母子支援を行う保健師
と助産師の連携が欠かせない。
そこで、日本看護協会では、都道府県看護

協会の保健師・助産師関連担当役員および、保
健師・助産師職能委員長、本会の保健師・助産
師職能委員などを対象に、母子を取り巻く現状

を共有し、母子支援について検討することを目
的に、推進会議を初開催した。本会議はオンラ
インで行い、参加者は 185 人だった。
グループディスカッションのテーマ「地域

における母子のための地域包括ケアシステムの
あるべき姿、課題、ネットワーク構築の検討」
に向けて、香川県の取り組みを好事例として共
有した。グループディスカッションでは、母子
の支援内容に地域差があり、都道府県看護協会
は自県の資源や支援体制を把握する必要がある
ことが挙げられた。また、「同じ対象者でも、
保健師と助産師の視点が違うため、双方の理解
が必要」との意見があり、母子支援を行う関係
者が「連携エリアをどのように考え、システム

を作っていくか」をそれぞれの立場で検討する
ことの必要性を共有した。参加者からは、「母
子保健の動向や他県の取り組みを知ることでき
た」「母子支援を行う行政関係者や看護師職能
などの参加もあると良い」などの意見があった。
保健師・助産師職能委員長のみならず、保

健師・助産師関連担当理事として都道府県看護
協会の役職員が参加したことで、母子を取り巻
く現状や課題を都道府県看護協会として共有す
る場となった。本年度も引き続き、保健師と助
産師が情報共有を行い、地域の実情に応じた母
子のための地域包括ケアシステム構築に向けた
検討を行う。
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　厚生労働省は 3 月 26 日、2 月に
実施した保健師、助産師、看護師の
国家試験の合格発表を行った。
　第 110 回看護師国家試験の合格者
は 5万 9,769 人で、合格率は前年度
を上回る90.4％（前回89.2％）だった。
　第 107 回保健師国家試験の合格者
は 7,387 人で、合格率は 94.3％（前
回 91.5％）だった。また、第 104 回助
産師国家試験は、合格者が 2,100 人
で、合格率は 99.6％（前回 99.4％）
だった。

保健師・助産師・看護師国家試験
看護師は5万9,769人が合格

第
１
回

図　妊娠期からの切れ目のない看護職による支援の目指すもの
身近な地域で、保険・医療・福祉部門との密接な連携体制の確立

日本看護協会　作成

国際看護師の日、国際助産師の日
2021年のテーマ、ポスター

看多機の紹介動画などHPにコンテンツを公開

病院看護管理者のマネジメントラダー　HPで活用事例を紹介　

　日本看護協会は、看護小規模多機能
型居宅介護（看多機）の普及促進に向
けた動画 3本を本会HPに公開しまし
た。住み慣れた自宅での療養を支える
看多機は、地域での在宅療養の拠点と
して期待されています。関連情報も追
加していますので、ご活用ください。
＜看多機に興味のある看護職や行政担当者向け＞
● 「看多機の開設準備～押さえておきたい 3つのポイント～」
　 事業開始までに必要な準備や手続きのポイントを分かりやすく解説。
＜一般市民や行政、看護職向け＞
●  「看多機ってなに？～看護小規模多機能型居宅介護の概要～」
●  「看多機ってどんなところ？～具体的な活用例のご紹介～」
　 看多機のサービス内容や活用例を紹介する基本編。実際
の事業所の様子や管理者へのインタビューも掲載。
■ 本会HP＞訪問看護師倍増策の推進＞看護小規模多機能
型居宅介護（複合型サービス）（右記 2次元コード）

　日本看護協会は 2019 年に「病院看護管理者のマネジメントラダー 日
本看護協会版」を公表しました。本会HPで、本マネジメントラダーを
参考に、自院の看護管理者の育成・能力開発のためのマネジメントラダー
の作成に取り組んだ２病院の事例を紹介しています。皆さまの病院にお
けるマネジメントラダーの新規作成や、看護管理者の育成・能力開発の
ための指標作成の際に参考にしていただければ幸いです。
ぜひご覧ください。
■ 本会 HP＞看護実践情報＞病院看護管理者のマネジメン
トラダー　日本看護協会版（右記 2次元コード）
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　国際看護師協会（ICN）は 5月 12
日を「国際看護師の日」に、国際助
産師連盟（ICM）は 5月 5日を「国
際助産師の日」に、それぞれ定めて
います。
　2021 年の国際看護師の日のテー
マは、新型コロナウイルス感染症に
対応してきた経験を踏まえ、看護の
変化と革新がどのように保健医療の
将来を形成できるかに焦点化する趣
旨で「看護師：主導する声―将来
に向けた保健医療のビジョン」と設
定されています。「国際助産師の日」
のテーマは「助産師の支援によって、


